
足利義満創建の「鹿苑院」跡か　
京都で遺構発見 （朝日新聞11.25）

　室町幕府３代将軍・足利義満（１３５８～１４０８）が創建した
「鹿苑院（ろくおんいん）」の遺構が、同志社大の今出川キャンパ
ス（京都市上京区）で見つかった。建物は江戸時代の古地図に記さ
れていたが、研究者は「存在が初めて裏付けられた」と説明する。
同大が２４日、発表した。

　同大によると、鹿苑院は大学に隣接する相国寺（しょうこくじ）
の塔頭（たっちゅう）として、義満が１３８３（永徳３）年に創建
した。義満の禅の修行場に使われ、当時の有力な禅寺「京都五山」
（天龍寺、相国寺、建仁寺、東福寺、万寿寺）を統括する役割も
担ったとされる。

　今回、建物の柱を支える「根固石（ねがためいし）」を６カ所で確
認。それぞれ拳大の石が直径約１メートルの円状に敷き詰められてお
り、鹿苑院の仏堂跡とみられる。周辺からは、器の底に「鹿」と書か
れた瀬戸焼も見つかった。その形から１４世紀末ごろの製作とみら
れ、鹿苑院の創建時期とも一致。鹿苑院が当時からこの地にあった可
能性が高まったという。

　同大はキャンパス整備に伴う発掘
調査を８月から始め、来年３月まで
続ける。鹿苑院には義満の墓もあっ
たと文献にあり、同大歴史資料館の
浜中邦弘講師は「戦乱で破壊されて
いなければ、今後の調査で墓石の発
見も期待できる」と話す。
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宗教を規定する政治力学
国家・科学との関係の中で

Overview
• 世俗化
• 「宗教」概念の歴史的変遷
• 近代日本における宗教と科学
• 仏教と科学
• 科学的および神話的世界観への適応
• 進化論の受容から見える科学と宗教の共生関係
• 総　括
• [補足] 近代から現代・近未来へ

世俗化
• 世俗化（secularisation）とは何か

• 西洋における世俗化

• 日本における世俗化

• 世界は世俗化しているのか

• 世俗主義（secularism）・政教分離

• 私的領域と公的領域の分離

「宗教」概念の歴史的変遷
• 宗教（religio）と迷信（superstitio）

• ローマ的秩序に適合するものが religio とされた。
cf.  近代日本、現代中国

• キリスト教はその初期において「迷信」とされた。
• キリスト教がローマ帝国の「宗教」となる
• 西洋ではキリスト教が「宗教」の範型
• キリスト教以外の宗教は「迷信」

近代日本における宗教と科学

• religion の翻訳語としての「宗教」

• キリスト教（特にプロテスタント）が
「宗教」概念のモデルとなる。

• 科学と宗教

• 「迷信」を駆逐するためのパートナー

仏教と科学
• キリスト教に対する「防波堤」として
の仏教

• 日本における進化論論争

• 仏教からのキリスト教（創造論）批判

• T・ギューリックによる進化論講義
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科学的および神話的
世界観への適応

• 仏教は、内部の神話的世界観を批判的
に対象化できたか？

• 外部の神話的世界観（皇国的世界観、
天皇神話）を対象化し得たのか？

• 科学と宗教の自己批判・相互批判なき
平行関係がもたらしたもの

進化論の受容から見える
科学と宗教の共生関係

• 生物進化論の革新性
• 皇国史観（天皇の神的ルーツを語る）に対する挑戦
• アメリカにおける進化論と原理主義の関係とのアナロジー
• 土台としての聖書および記紀神話

• [参考] 小原・中田・手島『原理主義から世界の動きが見
える』（PHP新書、2006年）

• 科学と宗教は棲み分けながらも、国体イデオロギーを共に
補完した。

総　括
• 「宗教」を定義する主体は誰なのか？
• 宗教が科学に対し示すべき価値や規範は何か？

• 生命の尊厳、平和構築への積極的提言
• 科学的知見（外部コンテキスト）と神話性（内
部コンテキスト）の批判的認識

• 公的領域と私的領域をどのように関係づけるべきな
のか？

• 単純な二分法的区分がもたらした負の側面

近代から現代・近未来へ

• 科学の進歩は、日常（此岸）と非日常
（彼岸）の区別にどのような変化をも
たらすのか？

• 攻殻機動隊 Ghost in the Shell（1995）

• マトリックス Matrix（1999）

Ghost in the Shell Matrix
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リアル（現実）とバーチャル（仮想）
の緊張関係

• 祭り、建築、音楽、文学等
• vertical な超越

• 日常世界（生者）と超越的世界（死者、
神々）の交流

• 人間の「こころ」の深層（たましい）との
交流

•  horizontal な超越（科学技術により拡大）

情報化の彼方に
• 産業化・情報化の中で進行する身体感覚の
希薄化。

•  太古の時代からバーチャルな存在である
はずの人間が、技術革新の中で、現実と仮
想を行き来するための平衡感覚に不安を持
ち始めている。

• 心の身体化の欲求（例：宗教復興現象）
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